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原著論文

メガネモチノウオ仔魚の飼育条件と微小餌料生物

ブロアレス Proalessimilisの餌料価値の検討

平井慈恵 *1・小磯雅彦 *2.照屋和久 *1・奥津公一 *3.小林真人 *1・武部孝行 *1 • 
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Rearing Conditions for Humphead Wrasse Cheilinus undulatus Larvaeラand
Introduction ofthe Minute Rotifer Proales similis as an Initial Live Food 

Narisato HIRAI， Masahiko KOISO， Kazuhisa TERUYA， Masato KOBAYASHI， Takayuki TAKEBE， 

Taku SATOぅKohNAKAMURA， Takayuki OOTO and Atsushi HAGIWARA 

We investigated suitable rearing conditions and live food for humphead wrasse Cheilil1l1s Ul1dlllatωlarvae at 

the tim巴ofinitiation of feeding， We also examined aeration rates and methods of preventing surface deaths 

in order to find suitable rearing conditions， We used two different size of monogonont， the SS-type rotifer 

Brachiol1l1S rOllll1dij'ormis Thai strain and the more minute Proalid rotifer Proσles similis， as candidat巴livefoods 

for the白rstfeeding， Adding oil to the surface of the rearing water prevented surface deaths in the initial 

feeding stage， In larvae rear巴din a 0，5-kE tank， survival rates at 4 days posthatch were lower at an aeration 

rate of 80 me!min than at 20 me/min， When larvae were reared at 20 mC/min aeration and with the addition 

of surface oil， they pr巴f巴rredp， simi/is over B， rotUI1的jO/'Il1isat the first feeding and survived for 9 days when 

provided with P目 similisuntil day 6， Growth in totallength and increasing pigmentation were observed by day 

8， These results suggest that the P， similis is suitable for the rearing of humphead wrasse larvae at the start of 

feeding 

2011年6月23日受付 2012年 l月31日受理

メガネモチノウオ Cheilil1l1s1I11dlllalllS (通称.ナポレ

オンフィッシュ)は.ベラ科モチノウオ属に属するベラ

ネ|の最大種である。インド・太平洋の熱帯・亜熱帯域に

広く分布し 日本で、は沖縄県以南の岩線域やサンゴ礁外

縁部に生息する 1)。しかし，近年乱獲や環境破壊などに

よって資源が減少しつつあり 2) 1996年には国際自然

保護連合 (IUCN)の危急種に 2004 :9':.には絶滅危倶種

に査録され，加えて， I絶滅のおそれのある野丘動植物

の種の国際取引に関する条約J(CITES 通称， ワシン
トン条約)の付属書Eにも記載されるなど， I~II際的な資

源保護が取り組まれている。また， 日本国内でも 1989

年から 2007年の沖縄県八重山海域における本種の年間

漁獲量は， 1990年に最多の 6.4tであったが，その後，

次第に減少して 2005年には 3，0tと過去最少を記録し
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2006年に 3.2t， 2007年には 3.6tと低水準で扱移してい

る 3」

ヌド;極の資源保護と持続的利用に貢献すると考えられる

種苗生産技術に関しては インドネシアにおいて，採卵.1

~IJ1を仔魚、の発育 5 ) に関する研究が行われ。 1990 年代に

稚魚、生産の可能性が示されたものの 6)守その後は生産さ

れていない。近年 Hiraiらは 本種の産卵.成熟に関

する基礎情報の収集と自然産卵での受精誘発技術の開

発を行い. 1同当たり平均467J尾のふ化仔然、を碓保し

た“。しかしながら 本極の種苗生産の成功に不可欠な

適正飼育手法や餌料生物などについては.これまでほと

んど検討されていない。通常毎産魚、の種苗生産にお

ける初期餌来|は 複合種 Brachiol1l1Splicatilis sp. comp1ex 

として記載されるシオミズツボワムシである i)。その中

で。 S型ワムシ八重11.1株(平均背中長 160μm) i之本種

と同じベラ科魚類のシロクラベラでは初期餌料として用

いられているお)。一方. SS ~! ワムシと呼ばれる B. rolul1-

difonnis判けのインドネシア株 11)やタイ株 13.15)(平均背叩

:l豆 130川11 以下タイワムシ)などは. ふイヒイ子魚、が小さ

いハタ類などの種苗生産でmいられている。木種のふ化
仔魚、は‘全長 2mm桂度と従来の飼育対象魚種と比べ板

めて小きいため これまで、海底分、の種商生産で、利用 して

きたシオミズツボワムシよりも{故小な飼料生物が適して

いる可能性があり.また飼育環境下で物理的・化学的

な影響を受けやすいことが推測される。近年， WullU1ら

は沖縄県石垣島で、採取した従来のワムシよりも小型のス

ナワムシ科の{放ノトワムシProa/essill1ilis(以下プロアレス)

をタイワムシと併Jll給餌することにより マハタイ子魚に

対してタイワムシ単独給飼時よりも高い飼料価値を示し

たことを幸R告している 16.171。

そこで本研究ではメガネモチノウオの仔魚飼育技術を

高めるために.初期飼育における適正な飼育管理手法と

して飼育水へのむ11添加効果と通気量 餌料生物として

プロアレスの餌料価{直をそれぞれ4会討した。

材料と方法

親魚養成，採卵および卵管理 親魚には独立行政法人水

産総合研究センタ一西海区水産研究所亜熱帯研究セン

タ一八重山庁舎(以下八重山}"r舎)において養成した雄

l尾。雌 2尾を用いた。これら 3尾を八角形の60kCコン

クリート水槽 l面に収容して周年混合飼育した。餌半李料、'1と

して週 3同タ魚、よl類 (夕カサゴ PI削Eω，..ψ'oc何C印aeωsiωod伊 e百'G/ω仰n附?

カ (スルメイカ 7ゐadclωJυ//'0刀od，必巴』 ρα仰CI併戸Cα1Iω心s)の切り身を総焦魚lけイ休本

重の1.5% 週2回アサリ Rん1Iκ，di耐j古仰itα叩'pフesphiバ1iψ'ppフ111刀10ωnω11川111を殻イ付サ
き重量量.で総焦魚魚¥、体重の 2%程度給餌し タカサゴとイカに

はビタミン剤(ヘルシーミックスー2，大日本製薬株式会社)

を給餌量の 5%添加|して与えた。採呼|、lは平成 22年6月か

ら10月までの期問。親無l、養成水槽の排水口の外側にゴー

ス地裂の直方体型採卵ネット(サイズ 130 x 130 x 80 

cm，日合い 250μm)を張った採卵水槽 (2ke FRP水

槽)を設置し 養成水槽からのオーバーフロー海水を探

卯ネット内に導水して行った。受精卵が確認された場合

jJf休に体節が形成された後(受精後 10時間以降)に卵を

回収した。本種の卵は分mUi手性卵であるため e 通常，回

収した卵を静置すると 9割以J'.の未受精卵および死卵

は沈下し逆に受精卵は水面の表層に浮上する。そこで

受精卵を効不よく回収するために。回収した卵を 20e 
7Jc機 1'11で約 10分間静置し 浮よ卵と沈下卯に分Flltした

後。サイフォンを用いて水槽の底層の沈下卵のみ除去し

た。その後。浮上卵を 0.5keアルテミアふ化槽に収容し

I~ I 然光下で\水温 29
0

C. 注水量 0.8e j分.im気量約 0.1
e; 分に調整してふ化まで管理した。 ふ化は受精 16~

20 時間後に見られ受精 24fI寺間後にふ化仔魚を l万個

体jkeの?を度になるよう45試験水槽に移糟した。

飼育手法と館料生物の検討 試験はすべて止水式を採用

し水温30
0

C。飼育水には冷蔵ナンノクロロプシス (マ

リーンフレッシユ。マリーンバイオ株式会社)を307J刺11

fJi!L ImQの密度になるように毎円 l凶添加して行った。

本研究以前の予備検討下では‘本種のイ子炉、は 2FI il1;iで開
rlすると. 日中水面下にj!間集し，水liiiに張り付くように

死亡する。いわゆる浮上死を起こしやすいこと.適正な

通気量が不明であること，プロアレスが餌ギ!として有効

であるかが不明であることなどの問題があった。このた

め，本研究での試験内容は. (1)飼育水へのJfll添加によ

る浮上死防除効果， (2)適iEな通気量の把握。(3)プロ

アレスの餌料価値とし，以下に各試験方法について示し

た。また。照明変化による涼上死への影響については不

明であるため，これらの試験では。すべて蛍光灯を用い

て|日明条件 (24L• 00)に統ーして笑施した。

1. 間育水への油添加による浮上死防除効果 ふ化仔角、

は 1ke ポリエチレン黒色円71'~水槽 6 面に l 万尾ずつ収容

し 4 口齢まで飼育した。 通気は水機中央の底面 1~2

cmの高さにエアーストーンを設置し約 0.1me I分の.@

気量とした。試験!ズは閉口後 (2日齢)にフィードオイ

ル (週刊耳フィードオイルいか‘栄研商事 以下川1)を添

加する 「添加区」と「無添加区」を 3水槽ずつ設けた。

油の添加量は水槽あたり 1meとし。紫外線滅菌海水 10

meとともによく混合した後 2日齢の日出前に各水槽
の水面全域に油l肢がいきわたるようにした。2日齢およ

び3日齢の 9. 12. 15， 18時に 浮上死個体がほぼ均一

に分散していることを確認した後.飼育水槽の水面の 4

分の l区画の死亡個体をガラスピペットで徐去しながら

本 Hirai et al. Scxllal maturati011， reprodllction ‘ and stimlllation ofslIcccssflll fertilizatio11 ofrearcd hll叩l日川1mη1市pがhead仇W則r吐rasse(CI附

O印n巴E♂引i日川11羽al¥ycaptれII山l日redti口II1t山heYaey31口maislat日山11d叫ds日引reaofOki口川!日lawa，Japa11 (1投主J稿品ヰ中l)
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計数した。得られた計数値を水槽あたりに換算し。各観

察時の浮 L死の累積数を各自i鈴の浮上死数とした。計数

後，残りの区画の死亡個体についてもガラスピペットで

除去した。また 3，4日齢での生残率は，柱状計数す

なわち内径 30111111，長さ 1111の採水管を用いて水槽内の

4箇所を採水し 得られた仔魚、数から，水槽当たりの仔

魚、数を換算して求めた。餌料にはタイワムシを用い， 2 

~4 日 齢の期間に飼育水中の餌料密度が 30 個体 1111eに
なるように!日当たり1， 2回給餌した。

2，適正な通気量の把握 ふ化仔魚、は5千尾ずつ 0，5keホ。

リエチレン黒色円形水梢 12面に収容した。試験区は通

気量ーを 10，20，40，80me 1分/水槽になるように調節し

試験|豆ごとに 3水槽ずつ設定した。通気には高温焼結エ

アーストーン (S1 03-G，株式会社スドー)1個を用い守

水槽中央の底而から 1~ 2 cm Iげて設置した。試験中

は無給餌で 4日齢まで飼育を行い守生残芥を柱状計数の

1[1古から求めた。

3，プロアレスの餌料価値餌本|生物にはプロアレス(平

均体長土標準偏差 74，8 :!: 7.7μ111) とタイワムシ (平

均背IjI長±標準偏差 125.6 :!: 6.3μ111) をmいた。 プロ
アレスは 長崎大学大学院生産科学研究科から譲渡され

たもの 16)を水温 28oC，塩分 20pSllで拡大培養して用

いた。一方，タイワムシl之独立行政法人水産総合研究

センタ一日本海|ヌ:7](ilP:研究所資源生産部 (能堂島庁舎)

(以下能笠島庁舎)から譲渡され.八重山庁舎でフ'J(iJ'ii， 30

t，塩分 20pSllで拡大培養して用いた。仔魚、はふ化仔

魚、を 1ke水槽 l面に 1万尾収容した。プロアレスとタ

イワムシは 2日齢の 7時にそれぞれ 30個体1111eの密度
になるように給餌した。その後， 9， 14， 17句2111制こ仔如、

を 10尾ずつ採取し 消化管内容物に各餌料生物のl旧日時

器が1i在認された個体を摂餌11i日体とし，各個体の消化管内

容物中の岨11爵器の数を摂餌数とみなすとともに J真餌f同

体率(%， (摂餌個体数)/ (観察個体数)Jを求めた。

ふ化仔魚の飼育試験 前項での飼育手法と餌料生物の検

討結果から.仔魚、飼育において，飼育水への泊添加を行

うとともに通気量を 20me /分に設定し初期餌半!とし
てプロアレスの袷餌を行った。飼育には 0.5keポリエチ

レン円形黒色水機 l商を用い.ふ化イ子魚、を 5千尾収容し

た。また予備検討において 油添加時は.消灯しでも浮

上死が認められなかったため，本飼育試験における照明

条件はメガネモチノウオの石垣島での産卵期の日長を参

考として 蛍光灯を用いてはL:10D (6~20 時に点灯)

とし照明の点灯および消灯は，インバータ装置を使っ

て照度が緩やかに変化するように調節した。飼育水への

油添加は 2円齢の照明点灯前に油 0.5meと紫外線滅
菌海水 5meをよく混和して水槽の水両全域にいきわ

25 t 塩分 20pSll希釈海水で、培養したものを八重IL!庁

舎へ輸送した。輸送後，プロアレスは， ;;j(;m't 28 oC，塩

分 30pSll希釈海水を満たした 30eポリエチレン円形黒色
水槽に収容し冷蔵ナンノクロロプシスと DHA含有冷

蔵クロレラ(スーパ一生クロレラーV12，クロレラ工業

株式会社)で約 12時間かけて栄養強化した後，仔魚、に

中台自耳した。プロアレスは， 2 ~ 6目指令には照明点よ了後 l

11寺間以内に 17~ 20個体Imeの密度になるように計数し

て. 1日に l回給餌した。タイワムシは.前述と同様の手

11mで培養したものを用いて 6日齢から 3個体1111e守7日
齢以降には 20個体Imeの管度になるよう給餌した。1子

魚、の生残数は， 0 ~ 6日齢の期間は柱状計数によって 2

t採水し その中の仔魚数から算出した。7日齢以降で

は飼育水槽中に仔魚、は認められるものの 採水サンプル

1:1"には仔魚が認められなくなったため‘白色板 (10x 15 

cm)を飼育水槽に垂下し飼育7](1，¥，'の仔魚全数を肉眼で

計数して‘各自齢での生残数とした。

仔魚の摂餌状況と全長，上顎長の測定 上記の飼育期間

中 2~8 日 i怖の 16 時にイ子治、をサンプリングし (N= 6 ~ 

10) .摂f羽個体率と摂餌数を「飼育手法と11耳半|生物の検

討 3 プロアレスの飼料価値jで述べた方法と同様の

方法一で計数した。全長測定は守ふ化仔魚 (0日齢)およ

び摂餌開始後の 2~ 8日齢の仔魚、を 0.02%アミノ安息

香酸エチルメタンスルホン酸ナトリウム(ブカライテス

ク株式会社)で麻酔し光学顕微鏡 (E600，株式会社

ニコン)に設置したデジタルカメラ (E4500，株式会社

ニコン)で禄影後.その画像を画像解析ソフト (ImageJ

ver. 1.44p， NIH， Bethesda， MD， USA)で処理して行った。

2 I:J齢の仔魚については 4%ノマラホルムアルデヒドーリ

ン酸緩衝液(和光純薬工業株式会社)で|主|定し， Jて顎

長の測定も行った。測定値は。全長については 0.01mm 

単位で表記し，一l顎長については lμ111単位で表記した。

また。上顎長の測定値から代田 川の方法に従い 口

径を算出した。

統計処理 2群のデータの場合は F検定で分散の均

一性を検定した後. I検定を実施した。多群データの場合

は守 Bartlett検定で分散の均一性を検定したf交 Tllkey

Kramerの検定により多重比較を行った。分散が均一で

ないj揚合には Steel-Dwassの検定を実施した。プロアレ

スとタイワムシの摂餌個体率の比較については句 x'検
定を実施した。各検定ともに有意水準 5%で行った。

比率データについては，各1fhlについてデータを正規分布

化するために逆正弦変換(上ヒ率pをarcsin[ふ]に変換)

した後，上記の統計解析を行った。各データは平均値

±標準偏差で表示し統計処理は Stat-viewver.5.0 (SAS 

Institllte， inc. CaryヲNC，USA)を用いて行った。

たるように添加した。プロアレスは能登島J"j'舎で水温 結 果
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嗣育手法と餌料生物の検討

1.間育水への油添加による浮上死防除効果 添加区

と無添加区の平均浮上死数は‘ 2日iU告では 3.3主 4.5尾

と 165.0之 162.8尾.3日齢では 03:t 1.2尾と 294.7士

4163尾とな り，添加区では浮上死数が有意に少なかっ

た (p<0.05，図 la)。生残卒は.3日齢では 58.3之 2.9% 

と36.7土 7.6%.4日齢では 10.0主 5.0%と 1.7士2.9%

となり添加区が有意に高かった (p<0.05，図1b)。
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* 
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80 I 
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~旬、、
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話40 * 
廿1
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O 

図 l フィ ードオイル添加の有無による 2. 3日齢での
i芋J'.死個体数 (，1)と3.41守備での生残埠 (b)
(* p<005)各他は平均値±標準備差で示す

。
10 20 40 80 

通気量(ml/分)

図2. 異なる通気量で飼育した場合の 41:1問での生手1・塁手
各値は平均値±標準i品差で示す
各j ，ーの上の異なるアルフアベ y ト問で、布~~差があるこ
とを号、す (p<O.05)

2. 適正な遇気量の把握 4日i輸の生残率は， 80 me I分
の 10.5:t 2.0 %に対して.10met分では 38.2士 13.4%. 

20 me I分では 35.2ヰ 3.8%となり 有意に高くなった

(p<005.図 2)0 10mQI分と 20me I分の聞では生残率に

有意差は認められなかったが.生残率の変動係数は 10

met分では 35%であったのに対し 20me /分では 11

%と群内変動が小さく，各水槽間での生段平は安定し

ていた。

3. プロアレスの餌料価値 2日齢、の仔魚のプロア レス

の摂餅個体率と摂餌数は.給餌 2I時間後の 9時には摂簡

はみられなかったが. 14時には 80%，1.6土 1.8個体。

171時には 90%.2.7士1.8個体で最も高くなり (p< 0.05)， 
21時には 30%.0.9士 1.5j間体と減少した(図 3)。一方

タイワムシでは摂餌が見られたのは 17時のみであり (摂

餌個体率:20 %)，摂餌数はいずれの仔魚も 1個体のみ

であった(図 3)。なお 14時と 1711寺の摂餌個体率では

プロアレスはタイワムシよりも有意に高かったヤ<0.05，

~13) 。

ふ化仔魚の飼育実験 i子魚は.2日i輸の生残率が69%で，

5 a 日ブロアレス

図タイワムシ
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図3.プロアレス タイワムシを混合給餌したIr奇のメプfネモチ
ノウオふ化仔魚 (2日i恥)の鋲餌数 (a)と摂餌個体卒 (b)
の経時変化
各f砲は平均値主標準偏差で示す
各パーのよの異なるアルファベットtI司 またはアスタ リ
スクで有意義があることを示す (1'<0.05)
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その後急激な減耗が見られたものの.最長 9日齢まで碍

認された。また平均全長は oB齢では 2.48:t 0‘06mm 
(2.36 ~ 2.58 mm) ， 2日齢では2.58:t 0.06 mm (2.50 ~ 2.66 

mm)でその後緩やかな成長が認められ， 8日齢では 2.78

土 0.09mm (2.64 ~ 2.88 mm)に達した(図 4)。仔魚の

プロアレスの摂餌個体率と摂餅数は， 2日齢では 37%

0.8 :t 1.3個体， 4日齢では 100%，5.0:t 3.7個体とすべ

ての仔魚で摂餌が見られ，6日齢では 83%，23 :t 18個

体と平均摂餌数が最も多かった(図 5)。一方，7日齢

では 83%，1.5 :t 1，0個体と減少し 8日齢では摂餌は
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aR40 263 制
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内
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図4 適正条刊での飼育における生存率 (+l，仔f!Aの全長
(<> 平均±標準偏差)の変化
各{直l立平均値±標i¥f;偏差で示す
各パーの上の異なるアルフアベ γ ト間で有意差があるこ
とを示す (p<0.05)

40卜臼プロアレス
bc 

a 
~タイワムシ

30 

ま固話 20 
C 

5益
+同相" 

10 

O 

2 3 4 5 6 7 8 

日齢

100 r b 
80 

係る宅ト60 
制守を、

E40 

同叫: : 2 0 

。
2 3 

直主l

4 5 6 7 8 

日齢

図5 適正条件での飼育における摂餌数 (a)と摂餌個体浮 (b)
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スクて、有意差があることを示す (p<005)

写真 1 適正条件で飼育したメガネモチノウオ{子魚、の腹部』こ見
られた赤色色素胞(矢印)の発現
(a) : 2 Iゴ齢， (b): 6日齢 Bar : 500μm 

認、められなかった。また， タイワムシの摂餌個体率と

摂餅数は， 6日齢では 17%，0.3土 0.8個体， 7日齢では

17%， 0.2 :t 0.4個体であり 8日齢以降では摂餌は認め

られなかった。6日齢と 7日齢の摂餌個体率では，プロ

アレスはタイワムシよりも有意に高かった (pく0.05，図

5)。なお 2日齢の本種仔魚、の口径は 154:t 10μ!l1 (135 

~ 166μm)であった。仔魚、の観祭から， 2日齢には卵

黄が消失して眼の黒化が硲認され， 4日齢には油球が消

失し， 6日齢以降には腹部に赤色色素胞が発現するなど

の形態変化(写真 1)が認められた。

考察

本研究の池添加実験により.メガネモチノウオ仔魚、の

浮上死防除には，油添加で水面を被膜することが効果的

であることが明らかになった。海産魚、の種苗生産におけ

る仔魚、の初期生活段階における浮上死は，クロマグロ 19)

アカアマダイ 20) ハタ類 2ト24) ハガツオ 25)などでも幸R

告されている。これらの浮上死は.水面の表面張力に起

因するという説があり 21.25) キジハタイ子魚、では，水面へ

の接触といった物理的な刺激が仔魚、の体表で、の粘液の分

泌を促進しその粘液が他の仔魚もトラップすることで

大量の浮上死を引き起こす可能性が報告されている11)。

また，その対策として，卵白 川や油 21引の添加によっ

て水面を被膜することで防除できることが知られてい

る。本種においても，既存の知見のある魚種と同様に発

育初期の仔魚、は飼育水槽の表面張力の影響を受けやすい

ものと推測された。本種の浮上死は O日齢および l日齢

では観察されず，ふ化仔魚の眼が黒化して関口する 2日

齢の日中から観察された。このことから.本種の浮上死
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は，眼の黒化後に日中の照度の増加とともに起こる可能

性がある。また本種ふ化仔魚、の飼育実験では。 2日齢

以降も油膜によって浮上一死を防除できたが，油膜が消滅

した 5日齢では仔魚、が正午頃から水面直下lこ蝿集し，午

後には浮上死個体が観察されるようになった。油膜が消

滅した理由としては，飼育経過で油膜が飼育水中の餌料

や糞などの懸濁物に付着して凝集した可能性も考えられ

るo このことから， 5日齢ι降も浮上死防除として油膜
が必要で、あか適宜飼育水へ油を添加するなどの対策を

講ずる必要がある。

本種ふ化イ子魚、の飼育実験の生残率は，油膜により浮上

死防除の効果があった 4日齢までに 10%まで低下した

ことから，浮上死以外にも初期減耗要因が存在すること

が示された。その 1っとして，通気量が挙げられる。本

種仔f旬、飼育における通気量の実験では， 40 me I分以上

や 10mel分よりも 20me I分の通気量が優れた。通気

量と飼育仔魚、の生残に関する研究は，これまでにも数多

く行われており，マハタ仔魚、では通気量が200me!分

よりも増加あるいは減少すると浮上死数が増加し生残

率が低下する例が報告されている 川。一方，クロマグ

ロでは夜間は強通気 (I，OOOmel分)のほうが微通気 (100

meJ分)よりも高い生残率が得られている 2九 またク

エでは 650me I分 27)守カンパチでは 100l11el分 28)勺で

の飼育事例があるなど.魚種によって適正な通気量は異

なるが， 主に 100l11e I分以上の通気量で飼育された事

例が多い。これらに対して，メガネモチノウオ仔魚、では

20 me I分以下の通気量がそれよりも多い場合よりも有

意に生残率が高かった。また 10l11el分が， 20 me I分

より水機関で生残卒の変動係数が大きかった理由につい

ては(図 2)，10 l11e I分の通気量が弱すぎるため。エアー
ストーンの配置場所の若干のずれなどによって飼育水の

対抗Lにムラが生じた可能性がある。通気量に関しては，

水槽の規模や形状，エアーストーンの形状などによって

同じ通気量でも結果が異なる可能性があるため.量的な

検討とともに他の要因についても調査する必要があると

考えられる。

本種仔魚、の初期餌料としてプロアレスの餌料価値を調

べた実験では タイワムシよりもプロアレスの飼料とし

ての有効性が示された。本種のイ子魚、は関口した 2日齢に

プロアレスとタイワムシを同時に給餌したi易合守 タイワ

ムシの摂餌はほとんど認められなかったが プロアレス

は多くの仔魚に摂餌された (図3)。また，適正と思わ

れる飼育条件で仔魚にプロアレスを給餌した場合も， 4 

日齢でのプロアレスの摂餌個体平は 100%に達し，その

後. プロアレスの給餌を継続した 6目前令までは， プロア

レスの摂餌数は有意に増加した。一方， タイワムシにつ

いては 6，7日齢で一部の仔魚、が摂餌したのみであった

(図5)。本種の仔魚、がプロアレスを摂餌しタイワムシ

を摂餌しない一因として 本種の仔魚の口径が小さいこ

とが関係している可能性がある。本種のf子魚、の関口時の

口幅は 133μmであることが報告されており 51本研究

では 2EI齢の仔魚、の口径は平均で 154μmであった。海

産魚、 33種の摂餌開始時の仔魚、の口径についての報告181

では，最小はマゴチの 223μm，最大はテンジクダツの

1，450μmである。また， 一般に他の海産魚類と比べて

口径が小さいと 言われるハタ類ではキジハタが 156-

204μ11129)‘クエが233μIn22}。マハタが 180μ11112}である

と報告されている。このように他の魚種と比べると，本

種のイ子魚、の口径は板めて小さいと言える。萱野 29)はキ

ジハタイ子魚、の摂餌開始時の胃内容物のサイズ組成の上限

は口径の 50%であり守その後， 1子魚、の成長に伴い口径

に対する餌料サイズの比率が増加することを示してい

る。また守マハタ仔魚、では摂餌開始時はプロアレスのほ

うがサ ss型ワムシ B.rollll1diformisのインドネシア株よ
りも選択性が高いことが報告されている 17)。一般に積

百生産で用いられているタイワムシは平均背1f1長 130-

150μ11114.15.20)と本種の仔魚の口径とほぼ同サイズであり.

ふ化直後の仔ワムシでは背叩長が 80-90μmと本穂の

口径の半分程度であるが守このような仔ワムシは.通常，

ワムシ培養の個体群内に 5%以下しかいない 14.15)。これ

らの既存の知見と本研究での結果から，一般に仔777、は口

径よりも小さい餌料を好む{頃向があり，本種の仔魚、に.

タイワムシを給餌したとき 飼育水中に摂餌可能なサイ

ズのワムシがほとんどいなかったと推察された。一方

プロアレスは平均全長が 83~lmló ) で.本種のイ子魚、の口径

の半分程度であることから.仔f号、が摂餌可能な大きさの

倒体が多く含まれていたと考えられる。これらの結果か

ら，本種の初期餌*"にはタイワムシよりもさらに小型の

プロアレスのようなサイズの餌生物が適しており，プロ

アレスはss型ワムシよりもサイズ面で本種仔魚の摂餌
選択性に適応した初期餌料であると判断された。

加えて，本研究で実施した発育初期のf子魚、の飼育を

可能にした飼育条件下では、仔魚、はプロアレスの摂餌に

よって最大 9日齢まで生残し 日齢に伴う全長の増加や

赤色色素胞の発現などの形態変化が見られた(写真1，

図4)。また，本研究では 7日齢以降はプロアレスの供

給が困難となり.餌料をタイワムシに切り替えたが，タ

イワムシの摂餌はほとんど見られず.水中に残存するプ

ロアレスのほうを選択的に摂餌した。このため， 7日齢

(平均全長 2.72mm，図 4)以降もプロアレスの給餌が必

要であることが示唆された。

本研究での結果は，一般的な海産;魚の初期飼育と比べ

て生残率が極めて低(成長も遅い。本研究では適正

な通気量の把握や浮上死防除方j去プロアレスに対する

高い摂餌選択性は示したが，適正な水温，照度， 日長な

どについては未知のままである。また近年。プロアレス

*2 原著には 0.1me I分と記載されているが、 0.1e I分=100me I分の誤り(共著者私信)
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は市販の栄養強化斉IJを用いて，海産魚{子魚、の発育に重要 8) 浅見公雄 t'! 1仕|封ヨIt主 (2004) シロクラベラの採ljfJと仔

な高度不飽和脂肪酸含有量を高められることが~(O11告され 稚魚の飼育試験栽セ技報 2.55-61

ている 17)。今後は本極仔魚の生残目成長に必要な化学 9) SEGERS， H. (1995) Nomenclatllre conscqllcnces ofsom巴reccnt

組成の検討なども重要で、ある。メガネモチノウオの種苗 stlldies on Brachionw' plicalilis (Rotifera， Brachionidae) . 1 (¥'d-

生産技術の確立には，今後さらなる 本種仔魚、の適正直fiJ robiologia 313/314， 121-122 

育条件や' 発育にf伴平う餌料種の把握. イ何3子士f魚魚申な、の正常発育に lω川0ω)l-IAGIハ¥v.叫臥削Fら仇凶叫'A此主叫はRしAミ¥， A.， KOTAN刈1，T.， S仏剖トN悶JほELL，T. W ‘Ass臥A、VA仏A-AR悶Z迂EE‘ an

必必、要要-な化学組成の要Z求Jtと量なとどマの解明喜等李が必必、要不可欠でで、あ M ‘HIRAYAMA‘K. (1995) ルlorphology，gcnetics. and l1lating 

る 。 beh~川orof small tropical marinc Bracl叩川105strains (Rotifera) 
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本号掲載論文要旨

メガネモチノウオ仔魚の飼育条件と微小餌料生物

プ口アレス Proalessimilisの餌料価値の検討

エド井慈恵・小磯雅彦-照屋和久・奥深公一・小林立人・

武部孝行・佐藤 琢・中村 航-後藤敬行・萩原篤志

メガネモチノウオの仔剤、飼育における飼育水への泊

添加効果 通気量ならびに初期餌料としてss型ワム
シタイ株とスナワムシ科のフロアレスの餌料liIli1i直を比
較した。仔魚、の生残率は，飼育水へのy!11添加、 20me / 
分の通気;最で有意に高(摂餌開始時は主にプロアレ

スを摂餌 した。本研究で実施した飼育条件の検討以前

には.イ子魚、は最長 51::1齢までしか生残できなかったが，

上記の飼育条件で. 1子炉、にフロアレスを 6EI齢まで給

問したところ. 8日齢まで成長や発育が認められ守最長

9日出令まで、生残した。このことから本11ft仔魚、の初期餌料

としてプロアレスは餌料価値があり.併せて初期の飼

育手法を改善することで¥本種仔魚、の飼育の可能性が

示された。
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